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ジグザグクローバ系統 IC -20Jの
チモシーとの混播適性

j畢井 晃・内山和宏・山口秀和・我有 満*(北農試、*現在長野畜試)

緒 一冨

アカクローパ (Tバfoliumpγαtense)は本来短年生の作物であるため、イネ科牧草との混播栽

培では、 3年程度でアカクローパが消失することが栽培利用上の大きな問題である。アカクローパ

と近縁の野生種であるジグザグクローパ (T.medium)は、極めて永続性に優れることが、北農試

での特性評価で実証されている 06) そのため、著者らはジグザグクローパの永続性をアカクローパ

ヘ導入する試み 2)を行う一方で、ジグザグクローパを新しい飼料作物として導入し育種する観点か

ら、選抜と栽培試験を行った。この栽培試験の目的は、ジグザグクローパをチモシーとの混播で利

用するためには、アカクローパ・チモシー混播にくらべて、どのような利点と改良すべき点がある

かを検討することである。

材料および方法

カナダから導入したジグザグクローパのl系統 rC-20J1)を北農試で増殖した種子と、チモシ

ー「ノサップ」を材料とし、対照としてアカクローパ「サッポロ」を使った。

播種量は、ジグザグクローパ509/a、アカクローパ509/a tL対し、チモシー 150.9/ aで、ある。 1

区面積は 6rrl、乱塊法2反復とした。年間施肥量は、窒素O.6kg/ aとした。 1988年5月12日に散播

し、同年7月にアカクローパ区のみ掃除刈を行った。ジグザグ.クローパ区は播種年に 1回収量調査、

4年自に 3回収量調査を行ったほかは、年2回収量調査を行った。アカクローパ区は播種年に2回、

以後は年3回収量調査を行った。

結果

年間合計イネ科+マメ科乾物収量は、ジグザグクローパ区で2年自に 82.9kg/ a、 3年自にその
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図1. イネ科・マメ科合計乾物収量の推移 図2. マメ科率の推移
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90~ぢ、 4 年目?と76%であった。アカクローパ区では 2 年自に 157.9kg/ a、3年自にその90第、 4年

自に58%であった。 2-4年目合計ではジグザグクローパ区 219.9kg/ a 、アカクローパ区392.6kg 

/aであった。 ジグザグクローパ区の収量を刈取期別にみると、各年とも 1番草でアカクローパ区

の約7割、 2番草は再生が劣るため収穫が困難であり、 3番草でアカクローパ区と大差なかった。

マメ科率は、播種年の秋にアカクローパ区で76%、ジグザグ.クローパ区で2%であった。それが

2 年目の秋にはアカクローパ区で24%、ジグザグ.クローパ区で16~ちと差が縮まった。 4 年目のマメ

科率は、 1番草が比較的低く 2、3番草が高い傾向は両区とも同じで、 4年目の年間合計ではアカ

クローパ区で 15.6%、ジグザグクローパ区で 13.4%であった。

チモシーの基底被度は、 4年自にはジグザグクローパ区が90%、アカクローパ区が35%であった。

しかし、残っているチモシーの生育については、アカクローパ区の方が草丈が高く、葉色が濃い緑

色であった。
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図4. マメ科冠部被度

マメ科冠部被度は、 2年固までジグザグクローパ区で低く、アカクローパ区で95%と極めて高か

ったが、 4年自に両者は25-45%の水準となった。

考察

ジグザグ.クローパには、現在のと乙ろ栽培品種はなく、カナダ、米国で育成されたいくつかの系

統があるにすぎない1)3) 4)。ここで材料として使った rC-20Jは、倍数性レベルも 2種混在しわ

さらに選抜してその後の系統育成の材料となった乙とを考えれば、最良の系統とはいえない。し

かし野生のジグザグクローパに比べれば改良を加えられているので.，.D6) ジグザグクローパが野生

種と栽培種の中聞に位置する段階で種としての評価をする目的には妥当な系統であると考える。

チモシーの被度は、ジグザグクローパ区のほうがアカクローパ区よりも良好であった。これはア

カクローパの枯死と草勢の衰退により、裸地が生じたためと考えられる。マメ科冠部被度の年次推

移をみると、アカクローパは 2年目までの優占が4年自には半減するのに対し、ジグザグクローパ

は年ごとに被度が向上した。チモシーの根によるマット形成のため、ジグザグクローパの根茎がど
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乙まで本来の栄養繁殖力を発揮できるかという問題は残されているものの、ジグザグクローパの被

度に関する永続性は改めて明らかになった。

混播のメリットである窒素の移譲については、チモシーの草丈がアカクローパ区の方で高く、葉

色がアカクローパ区のほうで濃い緑色であったことは、マメ科からイネ科への窒素の委譲がアカク

ローパ区のほうで多い乙とを示している。窒素固定量は乾物生産量と深い関係があるので、乙れは

根粒菌の適不適だけでなく、ジグザグクローバの生育の全体的な緩慢さによると考えられる。

米国ゴロラド州のオーチヤードグラス・ジグザグクローパ混播試験によれば、 60kg/aの収量で、

乙れはオーチヤードグラス・アカクローパ混播の収量の約50%で、あった 5)。 著者らの結果では、ア

カクローパ区の約56%の収量で、あったから、試験地と相手草橿が異なるが、アカクローパの約半分

の収量性という点で同様の結果である。

収量については、 1番草刈取後のジグザグ.クローパの再生が悪く、札幌でも年3回刈は困難であ

る。ジグザグ.クローパの小葉はアカクローパに比べて細長いので、 1番草の生育がアカクローパ並

みであっても、光の遮蔽度合がアカクローパよりも弱く、チモシーの生育に強く影響しないと考え

られる。

したがって、ジグザグクローパをチモシーと混播でアカクローパ並みに利用するためには、チモ

シーの基底被度を維持しつつ 1番草の草勢と再生性を向上させることが必要である。
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